
オ

ゴ

ル

マ
ン

『
ア

メ

リ

カ

の
発

明

』

と
現

在

青

木

芳

夫

ω

は
じ
め
に

著
者
略
歴

　
ユ

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る

『
ア
メ
リ
ヵ
の
発
明
』
は
、
著
者
オ
ゴ
ル
マ

ン
が
米
国

の
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
に
お
い
て

行
な

っ
た
連
続
講
演
を

一
書
に
ま
と
め
、
同
大
学
出
版
局
か
ら

一
九

六

一
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
直
訳
す
れ
ば

『ア
メ
リ
ヵ
の

発
明

-

新
世
界

の
歴
史
的
性
質
お
よ
び
そ
の
歴
史

の
意
味
に
関
す

る
研
究

ー

』
と
な
る
。
の
ち
に

一
九
七
七
年
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
ス

　
　

　

ペ

イ

ン
語
版

が
著

者

の
手

に

よ

り

刊

行

さ

れ

、

八

〇
年

代

・
九

〇
年

代

と

版

を

重

ね

、

す

で

に
古

典

の
域

に
達

し

て

い
る

。

オ

ゴ

ル

マ

ン
は

、

一
九

〇

六

年

メ
キ

シ

コ
市

生

ま

れ

の
イ

ギ

リ

ス

系

メ

キ

シ

コ
人

で

あ

る

。

そ

の

こ
と

が

、

エ
ル
ネ

ス
ト

・
デ

・
ラ

・

ト

ー

レ

に

よ

れ
ば

、

メ
キ

シ

コ
に
対

す

る
深

い
愛

情

と

と

も

に
、

イ

ギ

リ

ス
的

な
沈

着

さ

と

厳

格

さ

、

そ

し

て

ウ

ィ

ッ
ト

を
兼

ね

備

え

さ

ヘ
ヨ

ね

せ
る
こ
と
と
も
な

っ
た
と
い
う
。

青
年
オ
ゴ
ル
マ
ン
は
、
最
初
法
学
を
学
び
、

一
九
二
八
年
に
は
弁

護
士
の
資
格
を
取
得
し
た
。
ま
た
、
修
道
志
願
者
と
し
て
長

い
日
々

を
送

っ
て
い
た
が
、
歴
史
学

へ
の
思

い
を
断
ち
が
た
く
、
ホ
セ

・
ガ

オ
ス
に
師
事
す
る
と
と
も
に
、
メ
キ
シ
コ
国
立
文
書
館
に
お
い
て
古

文
書
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

の
ち
、
メ
キ
シ
コ
国
立
自

治
大
学
の
哲
文
学
部
や
イ
ベ
ロ
ァ
メ
リ
カ
大
学
に
お
い
て
教
鞭
を
と

り
、
若

い
世
代
の
歴
史
研
究
者

の
育
成
に
も
貢
献
し
た
。

一
九
九
二
年

の

「
二
つ
の
世
界

の
出
会

い
五
〇
〇
周
年
記
念

(<

0
①口8
口
震
δ

鳥
巴

国
口
2
8
q
。
幕

∪
○ω
ζ
茸
O
。ω)
」
を

目
前

に
控

え
た

一
九
九
〇
年
に
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
書
誌
研
究
所
が

「メ

キ
シ
コ
国
立
図
書
館
に
お
け
る
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
と
題
し
て
展
覧
会
を

開
催
す
る
が
、
こ
れ
に
は
長
年
に
わ
た
る
オ
ゴ
ル
マ
ン
の

一
四
九
二

年
研
究
に
報

い
る
と

い
う
意
味
が
あ

っ
た
。
当
時
オ
ゴ
ル
マ
ン
は
、
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メ

キ

シ

コ
歴

史

学

会

会

長

で
も

あ

っ
た

。

さ

て

、

一
九

九

二
年

は

、

コ
ロ

ン

ブ

ス

に

よ

る

、

い
わ

ゆ

る

ア

メ

リ

カ

"
発

見

"

か

ら

五

〇

〇

年

目

に
当

た

り

、

日
本

に

お

い

て
も

さ

ま

ざ

ま

な
記

念

事

業

や
記

念

出

版

が
行

な

わ

れ

た

が

、
例

え

ば

サ

ン

タ

・
マ
リ

ァ
号

の
復

元

・
航

海

な

ら

び

に
保

存

に
象

徴

さ

れ

る

よ

う

に
、

い
ま

な

お

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
人

に

よ

る

冒
険

物

語

的

な

理

解

が

根

強

い
。
こ
れ

に
対

し

、
同

書

は

い
わ

ゆ

る

「
コ
ロ

ン
ブ

ス

に

よ

る
発

見

」

史

観

を
否

定

し

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
全

史

、

さ

ら

に

は

ア

メ
リ

カ

全

史

の

中

に

一
四

九

二
年

の
意

義

を

位

置

づ

け

よ

う

と

し

て

い
る

。

そ

う

い

う

意

味

に

お

い
て

、

同

書

の
内

容

を

紹
介

し

、

さ

ら

な

る
問

い
か

け

を

し

て

い
く

こ

と

は

有

意

義

で
あ

ろ

う

。

口

同
書
内
容
紹
介

最
初
に
、
同
書

の
構
成
に
従

っ
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。

ー

ア
メ
リ
カ
発
見
史
観
の
歴
史
と
批
判

著
者
オ
ゴ
ル
マ
ン
が
批
判
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
ヵ
発
見
史
観
と

は
、
「
一
四
九

二
年

の
あ
る
晴
れ
た
日
に
ア
メ
リ
カ
は

コ
ロ
ン
ブ
ス

に
よ
り
発
見
さ
れ
た
」
と
す
る
考
え
方
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な

ア
メ
リ
カ
発
見
史
観
は
、
論
理
的
に
は
三

つ
の
段
階
あ
る
い
は

過

程

に
分

類

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

一
段

階

は

、

「
コ

ロ

ン
ブ

ス

に

よ

る
意

図

的

な

発

見

」

と

す

る　ユ

見

方

で
、

そ

の
代

表

例

が

オ

ビ

エ
ド

『
イ

ン
デ

ィ

ア

ス
自

然

全

史
』

(原

著

一
五

三

五

年

刊

)

で
あ

る

。

し

か

し

な

が
ら

、
こ

の
よ

う

な
考

え

方

は

、
例

え

ば

ナ

バ

レ

テ

『
航

　
ら

　

海

発

見

集

』

(原

著

一
八

二

五

-
三

七
年

刊

)

に

よ
り

コ
ロ

ン
ブ

ス

史

料

が
刊

行

さ
れ

る
よ

う

に
な

る

と

、

コ

ロ

ン
ブ

ス

の
意

図

が
西

航

に

よ

る

ア

ジ

ア

到

達

で

あ

っ
た

こ

と

は

否

定

し

よ

う

も

な

く

な

っ

た
。第

二
段

階

は
、
個

人

の
意

図

を
超

え

た
意

図

、

つ
ま

り

「
超
意

図

」

に

よ

る
発

見

と
す

る
考

え

方

で
あ

り

、

そ

れ

に
よ

れ

ば

コ

ロ

ン
ブ

ス

は

一
種

の
道

具

に
す

ぎ

な

か

っ
た

こ
と

に
な

る

。

古

く

は

、
超

意

図

　
　

　

を

キ

リ

ス
ト

教

に

お

け

る
神

に
求

め

よ
う

と

し

た

ラ

ス

・
カ

サ

ス

の

コ

ロ

ン
ブ

ス
観

も

こ

れ

に
当

た

る

が
、

も

っ
と

も

代

表

的

な

例

は

ド

へ
　

　

イ
ツ
の
博
物
学
者

フ
ン
ボ
ル
ト
で
あ
り
、
彼
は

『宇
宙
』

(原
著

一

八
四
五
ー
六
二
年
刊
)
に
お
い
て
神

の
代

わ
り
に

「歴
史
」
に
、
よ

り
正
確
に
は

「歴
史
の
進
歩
」
に
、
超
意

図
を
求
め
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
も
、
フ
ン
ボ
ル
ト
と
ほ
ぼ

同
時
代
に
歴
史
研
究
の
方
法
論
を
確
立
し
た
ラ
ン
ケ
の
実
証
主
義
史

学
、

つ
ま
り
歴
史
は

「現
実
に
お
き
た
」

こ
と
を
叙
述
す
べ
き
で
あ
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る
と
す
る
考
え
方
の
前
に
否
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
個
入
の

意
図
、

つ
ま
り

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
場
合
ア
ジ
ア
到
達
が
彼

の
意
図

で

あ

っ
た

こ
と
こ
そ
、
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
「偶
然
に
よ
る
発
見
」
と

い
う
考
え
方
が
ア
メ
リ
カ

発
見
史
観
の
第
三
段
階
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

い
ま
な

お
コ
ロ
ン
ブ
ス
研
究

の
基
本
書
と
さ
れ
る
モ
リ
ソ
ン
の

『海

　
　

　

洋

の
提

督

』

(
原
著

一
九

四

二

年

刊

)

で
あ

る
。

こ

の

「偶

然

に

よ

る
発

見

」

と

い
う

考

え

方

を

批

判

し

、

自

説

、

つ
ま

り
発

見

史

観

の

第

四

段

階

に
相

当

し

、

ア

メ
リ

カ

は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

人

に
よ

り

発

明

さ

れ

た

と

い
う

考

え

方

を

展

開

す

る
た

め

に
、

オ

ゴ

ル

マ
ン
は

、

以

下

の
よ

う

な

概

念

規

定

を

行

な

う

。

な

お

、

こ

の
発

明

過

程

は

、

一
四

九

二

年

に
開

始

さ

れ

、

一
五

〇
七

年

に

ほ

ぼ
終

了

す

る

と

さ

れ

る
。

つ
ま

り

、

「
発

見

」

(α
帥ω
O
O
<
Φ
「
)
す

る

た

め

に

は

「
遭

遇

」

(h
ぢ
O
)

し

た

も

の

の
本

質

を

あ

ら

か

じ

め
知

っ
て

い

る

こ
と

が

必

要

で
あ

り

、

そ
う

で

な

い
場

合

は

「
発

明

」

(一口
く
①
口
二
〇
口
)

に
相

当

し
、

し

た

が

っ
て
概

念

そ

の
も

の
が

着

想

さ

れ

る

。

一
言

で
表

現

す

れ
ば

、

発

明

と

は

命

名

す

る

こ
と

で
あ

る

。

ま

た

、

発

明

に
類

似

し

た
概

念

に

「
創

造

」

が

あ

る
が

、

創

造

と

は

無

か

ら

有

を

生

み
出

す

こ

と

で

あ

り

、

学

問

の
領

域

と

い
う

よ
り

も

む

し

ろ
宗

教

の
領

域

に

属

す

る

も

の

で
あ

る

と

し

て
、

放

棄

さ

れ

る
。

そ
し
て
、
あ
る
行
為
を

「解
釈
」
す
る

こ
と
と
は
、
そ
の
行
為
に

特
定
の
意
図
、
特
殊
な
存
在
を
付
与
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
た

だ
し
、
形

・
数

・
も
の
な
ど
の
非
生
命
体

は
、
そ
の
よ
う
な

「意
図
」

を
持
ち
え
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
第
三
段
階

の

「偶
然
に
よ
る
発
見
」

と

い
う
考
え
方
は
、
客
体
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
い
う
非
生
命
体

に
意
図
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
論
理
的
に
不
条
理
で

　
　

　

あ
る
と
し
て
、
否
定
さ
れ
る
。
特
に
モ
リ

ソ
ン
の
場
合
は

「形
而
上

学
的
強
姦
」
(ヨ
簿
巷
ξ
ω一。巴

茜
o
Φ)

に
相
当
す
る
と
し
て
批
判
さ

れ
る
。

皿

文
化
的
地
平

オ
ゴ
ル
マ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
は
発
見
さ
れ
た
の
で
は
な
く
発
明
さ

れ
た
と

い
う
自
説
を
展
開
す
る
前
に
、

一
五
世
紀
末
当
時

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
抱

い
て
い
た
宇
宙
観
を
紹
介
す
る
。

当
時
、
次

の
二
点
が
争
点
と
な

っ
て
い
た
。

第

一
の
争
点
は
、
陸
地

(陸
球
)
の
占

め
る
割
合
、

つ
ま
り
地
球

の
大
き
さ
を
め
ぐ

っ
て
で
あ
り
、中
世
初
期
に
は
エ
ス
ド
ラ
ス
書

(エ

ズ
ラ
記
)
に
準
拠
し
て
陸
球
は
地
球

の
大
半
、
正
確
に
は
七
分
の
六

を
占
め
る
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
考
え
方

に
よ
れ
ば
西
方
航
路
の
ほ

う
が
有
利
と
な
る
。

コ
ロ
ン
ブ
ス
も
ま
た
、
こ
の
説
を
支
持
し
て
い

た
。

一
方
、
中
世
も
半
ば
を
す
ぎ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
介
し
て
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

・
テ
ー
ゼ
が
復
活
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
陸
球
は
四
分

の

一
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
。

一
五
世
紀
末
ま

で
に
は
後
者
の
考
え
方

の
ほ
う
が
優
勢
に
な

っ
て
お
り
、
し
た
が

っ

て
、
当
時
海
洋
航
路
開
発
に

一
歩
先
ん
じ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
東

方
航
路

に
よ
り
ア
ジ
ア
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
後
発
国
ス
ペ

イ
ン
と
し
て
は
、
西
方
航
路
に
よ
る
ア
ジ
ア
到
達
と
い
う
、

一
種

の

賭
け
に
出
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
争
点
は
、
陸
球

の
極
東
岸
の
形
状
を
め
ぐ

っ
て
で
あ
り
、

こ
れ
に
は

一
半
島
11
黄
金
半
島

(現

マ
レ
ー
半
島
)
説
と
追
加
的
半

島
説

11
二
半
島
説
と

い
う

二
つ
の
考
え
方
が
あ

っ
た

[資
料
①
]
。

後
述
す

る
よ
う
に
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
場
合
、
第
三
回
航
海
ま
で
は
前

者

の
考
え
方
に
立

っ
て
い
た
が
、
第
四
回
航
海
以
後
は
後
者

の
二
半

島
説
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も

っ

と
も
信

頼
さ
れ
て
い
た
の
は
、

マ
ル
コ

・
ポ
ー
ロ
の
記
述
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
極
東
岸
は
、
北
極
地
方
か
ら
南
回
帰
線
ま
で
南
北

に
走

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
西
方
航
路
を
と
れ
ば
、
イ
ン
ド
洋

へ
の
海

の
回
廊
を
発
見
す
る
こ
と
が
立
証
の
た
め
の
不
可
欠
な
条
件

に
な

っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
争
点
を
別
に
す
れ
ば
、

一
五
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
支
配
的
で
あ

っ
た
古
典
ギ
リ
シ
ャ
的
宇
宙
観
と
キ
リ
ス
ト
教

資料①1半 島説 と2半 島説 一 西語版 オゴルマ ン図版 皿alb

〈左 〉 ジ ェ ノ ヴ ァ人 某 の 世 界 図(1457年)

〈右 〉 ヘ ン リ クス ・マ ル テ ル ス ・ゲ ル マ ヌス の 世 界 図(1489-92年)
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的
宇
宙
観
と
い
う
二
つ
の
宇
宙
観
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
が

あ

っ
た
と
さ
れ
る
。

ま
ず
、
「宇
宙
」
は
神
に
よ
り
無
か
ら
創
造
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、

宇
宙

は
有
限
か

つ
完
全
に
し
て
、
変
更
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
宇
宙
は
人
間
で
な
く
神
に
帰
属
し
て
い
た
。
こ
れ
を
視

覚
的

に
表
現
し
た
の
が
ペ
ド

ロ

・
デ

・
メ
デ
ィ
ー
ナ
の
著
作
に
収
録

さ
れ
た
地
球
中
心
的
宇
宙
体
系

で
あ
り

[資
料
②
]
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
天
球
が
完
全

で
あ
る
の
に
対
し
、
地
球
"
元
素
ゾ
ー
ン
は
不
完
全

な
た
め
腐
敗
す
る
。

「

喝

薦

資料② 地球中心的宇宙体系図 一 オゴルマン図

"凌)d刀 島重mdo.

ペ ドロ ・デ ・メデ ィーナ(1545年)よ り

地球 を中心 に、 月 ・水星 ・金星 ・太 陽の順 に並 、

次

に
、

「
陸
球

」

(○
吾

一ω
↓
①
護
母
=
ヨ
)

は
例

外

的

な

、

し

た

が

っ

て

不

安

定

な

存

在

と

み

な

さ

れ

て

い
た

。

そ

の
結

果

、

陸

球

は
島

(一ω
一倉o
口
二

〇
h
辞げ
Φ

団いΩo
「
叶げ
)

の

よ

う

に

図

示

さ

れ

た

[資

料

③

]
。

そ

し

て
、

陸

球

に
対

す

る

「
対

躁
地

」

の
有

無

に

つ
い

て
は
懐

疑

的

で
あ

っ
た

が
、

そ

の
対

踪
地

に
人

間

が
居

住

し

て

い
る

可

能
性

に

つ

い
て
は

、

例

え

ば

『神

の
国

』

の
著

者

ア

ウ
グ

ス

テ

ィ

ヌ

ス

の
意

見

の
よ

う

に
、

ま

っ
た

く

否

定

的

で
あ

っ
た

。

資料③ 島と しての陸球 一 オゴルマ ン図版 皿一

鐸i藝職

蕪 語
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秦為欝
熱
繍 夢

夢
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麟 墨
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號憲i墾§藩

竃 蠕漁 鰹?暁
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マ クロビウスの世界図(1483年)

対躊地 を除けば、陸球 は圧倒 的に海に囲 まれている
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そ
し
て

「世
界
」

(≦
〇
二
α
)
に
つ
い
て
は
、
宇
宙

に
お
け
る
人

間
の
居
住
場
所
な

い
し
家
庭
と
し
て
付
与
さ
れ
た
空
間
と
み
な
さ
れ

て
お
り
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
期

の
オ
イ
コ
ウ
メ
ネ

(
エ
ク
メ
ネ
i
、
居

住
域
)
と

い
う
考
え
方
に
近
か

っ
た
。
し
か
し
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
的

「世
界
」
観

[資
料
④
]
は
陸
球
、
特
に
極
地
や
炎
熱
圏
を
除
く
北

の
温
帯

圏
を
指
す
だ
け
で
、
非
常
に
静
態
的
な
考
え
方
で
あ

っ
た
の

に
対
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的

「世
界
」
観
の
場
合
、
地
上
の
楽
園
か
ら

の
追
放
を
契
機
と
し
て
歴
史
的
人
間
が
誕
生
し
、
彼
ら
、
地
に
堕
ち

た
人
間

が
拡
散

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
「世
界
」
は
陸
球

の
物
理

的
境
界
ま
で
拡
散
す
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る

[資
料
⑤
]
。
こ
こ

に
は
、
世
界
は
人
間
自
身
が
造
る
も

の
と
い
う
概
念

の
萌
芽
が
認
め

ら
れ
、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
的
世
界
観
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
り
動
態
的
で

は
あ

っ
た
が
、
当
時
は
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス

・
マ
グ
ヌ
ス
、
ロ
ジ
ャ
ー

.

ベ
ー

コ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
神
学
的
精
神
、
つ
ま
り
教
父
的
世

ダ
　

レ

界
観

が
優
勢
で
あ

っ
た
た
め
に
、
イ
シ
ド
ル
ス

(イ
シ
ド
ー
ル
)
の

よ
う

に
南
方

の
対
躁
地
を
認
め
た
多
元
的
世
界
観
は
例
外
的

で
あ

り
、
そ
の
全
面
的
な
開
花
は
近
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一
方
、
陸
球
に
対
す
る

「海
洋
」
は
、
「世
界
」

の
限
界
を
画
し
、

し
た
が
っ
て
人
間
に
と

っ
て
は
外
来
的
で
異
質
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
た
め
政
治
面
で
も
法
的
領
有
の
將
外
に
置
か
れ
て
き
た
。

資料④ 古典ギ リシ ャ的世界観

中世のク リマ図(1500年 頃)一

資料⑤ 中近世キ リス ト教的世界観

一 ルターの聖書の彩色木版画(1543年)

嘩 喰乞甲
幌,駅点 蜘騨 濾

出典:チ ャー ル ズ ・ブ リ ッ カー 、 矢 守 一 彦 訳

『世 界古 地 図』(日 本 ブ リ タニ カ、1981年)

出典:G・ バ ラクラフ編、上智大学中世

思想研 究所訳 『図説キ リス ト教文化史』

H(原 書房、1993年)
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そ

の
結
果

「
人
間
」
は
、
宇
宙

の
住
人
、

つ
ま
り
人
間
自
身
の
た

め
の
宇

宙
の
家

の
住
人
と
い
う
よ
り
も
、
囚
人
、
神
の
小
作
人
あ
る

い
は
農

奴
と
し
て
し
か
自
己
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た

め
無
能

感
や
拘
束
感
に
囚
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
言
語
的
表
現
が
、
も

と
も

と

「貸
家
」
を
意
味
し
て
い
た

ヨ
ω巳
p
が

「島
」
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
り
、
ひ
い
て
は
人
間
の
住
み
か
で
あ
る
陸
球
が
島

の
よ

う
に
小
さ
く
図
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

皿

ア
メ
リ
カ
発
明
の
過
程

オ

ゴ
ル
マ
ン
は
自
説
の

「
ア
メ
リ
カ
発
明

の
過
程
」
、

つ
ま
り

ア

メ
リ
カ
発
明
史
観
を
展
開
す
る
た
め
に
、
「実
在
論
」
的
考
察
を
批

判
し
、

「存
在
論
」
的
考
察
に
訴
え
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
こ
の
発
明

過
程

は

一
四
九
二
年

の
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
第

一
回
航
海
に
始
ま

り
、

ア
メ
リ
ゴ

・
ベ
ス
プ

ッ
チ
に
よ
る
第
三
回
航
海
を
経
て

一
五
〇

七
年

の

『宇
宙
誌
入
門
』
と
同
書
所
収
の
ヴ

ァ
ル
ト
ゼ
ー
ミ
ュ
ラ
ー

の
世
界
図

[資
料
⑥
]
に
よ
り
ほ
ぼ
終
了
す
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え

る
な
ら
ば
、
最
終
的
に
は

一
五
四

二
年

の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説

を
も

っ
て
完
成
す
る
、
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お

　リ

ハぜ

以

下

、

オ

ゴ

ル

マ
ン

は
、

コ

ロ
ン

ブ

ス

[資

料

⑦

]

や

ア

メ

リ
ゴ

[資

料

⑧

]

の
船

に
同

乗

し
な

が
ら

「
ア

メ

リ

カ
発

明

の
過

程

」

を

説

明

し

て

い
く

。

資料⑥ ヴァル トゼー ミュラーの世界図

一 西語版 オゴルマン図版IXb 一

世界の第4の 部分 としてのア メリカ

 

結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
は

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

卵
」
の
逸
話
で
は
創
意
工
夫
の
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
彼

に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
彼
こ
そ
中
世
的
宇
宙
観

に
最
後
ま
で
執
着
し

つ
づ
け
た
人
で
あ
り
、
常
に
自
ら
の
先
験
的
仮
説
に
執
着
し
、
そ
れ

が
信
念
と
化
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

コ
ロ
ン

ブ
ス
の
意
見

で
は
な
く
、
彼
の
主
張
に
疑
念
を
抱

い
た
人
々
の
意
見

こ
そ
傾
聴
に
値
し
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

一
四
九
二
年

の
第

一
回
航
海
で
は
、
人
間
が
居
住

し
て
い
る
と
い
う
事
実

の
み
か
ら
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
自
分
が
ア
ジ
ア
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資料⑦ コロンブスの航海

クリストrバル・:蹴コ♪の四回の航海
凡{M

第一㍑ 竃

一ロー 一 一 一・M三 次騒 海

恐
蔭

.沸,ン タルパド噛2鰍 力2《=幌 男〃'

4'、 、
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出,典:『 航海の記録』(大 航海時代叢書 、岩波書店、1965年)
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押
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ア

フ

リ

カ
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資料⑧ アメリゴの第2回 および第3回 航海

アメ リゴの航 海1499-1500

《レピリエ0ル による推定図)
r-一一アメリゴの航路

司【一一口欄 後して航海したアロンソ・
・ デ・オヘーダの餓路 ●_

60'

'

?∠ヴ≧
ルデ岬鴻島Z・

,'

∠

溝,i,

/
.__'__ノ

燃

葡

掴
 

箋
迅

C=》 ・.
.a

巨 への島(イスラ・ヂロス・ヒガンTス)
.i.

トリニクー

曳
、

敦、》ノr蝉 『 、

び
赤道

メ リ カ

サント・独 ディニョ岬

南 ア

に
到
達
し
た
も

の
と
判
断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
世
的
世
界
観
か
ら

す
れ

ば
人
間
は
陸
球

に
し
か
居
住

で
き
な

い
は
ず
だ
か
ら
で
あ

っ

　ぜ

 た

。

こ
れ

に
対

し

て

、

例

え

ば
ピ

エ
ト

ロ

・
マ
ル

テ

ィ

ー

レ

(
ペ

ド

ロ

・
マ
ル

テ

ィ

ル
)

は

、

そ

れ

が

「
西

方

の
対

踪

地

」
、

「
新

し

い
半

球

」
、
あ

る

い
は

「
新

し

い
球

」
か

も

し

れ

な

い
、
と

思

い
を

馳

せ

た

。

そ

し

て

一
四

九

三

年

か

ら

の
第

二

回

航

海

で

は

コ

ロ

ン

ブ

ス

は

出典 前掲 『航 海の記 録』

 

キ

ュ
ー

バ

南

岸

を

探

査

す

る

が

、

こ

れ
を

中

国

マ

ン
ジ
地

方

の
南

岸

に

比

定

し

よ

う

と

し

た

[資

料
⑨

]
。

こ

れ

に
対

し

て
も

、

例

え

ば

同

じ

ピ

エ

ト

ロ

・
マ

ル

テ

ィ

ー

レ

の

意

見

は

、

新

発

見

の

土

地

キ

ュ
ー

バ

は

島

で
あ

る

と

す

る

も

の
で

あ

っ
た

。

ま

た

、

コ

ロ

ン
ブ

ス
に

同

行

し

た

ク
ネ

ー
オ

は

、

キ

ュ
ー

バ

は

ア
ジ

ア

の

一
部

で

は

な

く

、

島

で
あ

る
、

と

い
う

印

象

を

強

く

し

た

。
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資料⑨ コロンブスの第2回 航 海 とキューバ ー オゴルマン図版V一

左 図の実線部分 がコロ ンブスが踏査 したところで、彼 はそれを右図の カ タイ地方の

実線部分 と誤解 した。

さ

ら

に

一
四

九

八
年

か

ら

の
第

三

回
航

海

で

は
、

コ

ロ
ン
ブ

ス
は

南

米

北

岸

の
、

現
在

の
パ

リ

ア
湾

(
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
)

に
到

達

す

る
。

こ

の
湾

に
は

淡

水

が
含

ま

れ

て

い
た

た

め

に

コ

ロ
ン

ブ

ス
を

困

惑

さ

せ

る

こ
と

に
な

る

が

、

こ

こ

で

コ

ロ

ン
ブ

ス
は
自

分

は

「
地

上

の
楽

園

」

に
到

達

し
た

の
か

も

し

れ

な

い
と
考

え

る

よ
う

に
な

る
。

つ
ま

り

「
パ

リ

ア
」

は

「
新

世

界

(口
Φ
～<
ぐ弔
O
憎
一α
)
」

で
あ

り

、

そ

の
規

模

は

陸

球

に
匹

敵

し

、

そ

こ

に
は

人

間

が
居

住

し
、

地

上

の
楽

園

を

含

む

「
南

の
球

」

で
あ

る

、

と

し

た

。

し

か

し
、

コ

ロ
ン
ブ

ス
は

こ

の
時

点

に
な

っ
て
も

キ

ュ
ー

バ

を

ア
ジ

ア
と
比

定

し

て

お
り

、

む

し

ろ

こ

の
先

験

的

仮

説

を

守

る

た

め

に

パ

リ

ア
を

陸

球

と

は
別

の
新

世

界

と

解

釈

し

よ
う

と

し

た

。

ま

た

、

人

間

が
居

住

し

て

い
た

事

実

に

つ

い
て

は

、
他

で
も

な

い
、

人

間

の
始

祖

の
地

「
地

上

の
楽

園

」

で

あ

る
と

パ

リ

ア
を

解

釈

す

る

こ
と

に

よ

り

、
逆

に

、
人

間

は
陸

球

に

し

か
居

住

で
き

な

い
と

い
う

先

入
観

を
救

お
う

と

し

た

の

で
あ

る
。

つ
ま

り

コ

ロ

ン
ブ

ス

の
場

合

、

先

験

的

仮

説

を
救

い
、
精

神

的

統

一

性

を

維

持

す

る

た
め

の
新

世

界

説

で
あ

っ
た

。

コ

ロ

ン
ブ

ス

の
第

三

回

航

海

と

前

後

し

て
行

な

わ

れ

た
諸

航

海

に

よ

り

、

し

だ

い
に

「
南

の
本

土

」
、

つ
ま

り

対

地

球

な

い
し

対

躁

地

の
存

在

が
知

ら

れ

る

よ
う

に
な

り

、

争

点

は

北

の
本

土

と
南

の
本

土

が
連

続

し

て

い
る

の

か
、

そ
れ

と

も

連

続

し

て

い
な

い

の
か

、

と

い
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う
点

に
移

っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
立
証
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
洋
に

通
じ
る
例
の

「海

の
回
廊
」
が
精
力
的
に
探
索
さ
れ
た
。
こ
の
時
期

ハね
　

の
人

々
の
た
め
ら
い
は
、

一
五
〇
〇
年
の
コ
ー
サ
の
世
界
図

[資
料

⑩
]

の
中
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

資料⑩ コーサの世界図(1500年)

一 西躇版 オゴルマ ン図版Vb一

南北 が連続 しているのか不連続 なのか、中央 に聖 ク リス

トーバ ルの像 を配置

コ
ロ
ン
ブ
ス
は

一
五
〇
二
年
か
ら
最
後

の
第
四
回
航
海
に
出
発
し

た
。
し
か
し
、
南
北
間
の
海
の
回
廊
を
発
見

で
き
な
か

っ
た
た
め
に
、

そ
れ
ま
で
抱

い
て
い
た

一
半
島
説
か
ら
二
半
島
説
に
転
換
し
、
そ
れ

に
よ
り
キ
ュ
ー
バ
は
や
は
り
ア
ジ
ア
で
あ

る
と
い
う
結
論
を
確
認
し

た
だ
け
で
あ

っ
た

[資
料
⑪
]
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
ゴ
は

一
五
〇

一
年
か
ら
の
第
三
回
航
海
で

南
北
沿
岸
を
パ
タ
ゴ
ニ
ァ
地
方
ま
で
南
下
し
、
そ
の
結
果
そ
れ
ま
で

抱

い
て
い
た
二
半
島
説
か
ら

一
半
島
説

へ
と
転
換
し
、
新
発
見
の
土

地
は
陸
球
か
ら
地
理
的
に
独
立
し
て
い
る
と

い
う
結
論
に
到
達
す

る
。
彼
は

一
五
〇
三
年
に
発
表
し
た

『新
世
界
』
に
お
い
て
、
①
誰

も
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
、②
南
半
球
は
海

だ
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
③
人
間
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
異
教
的
と
さ
れ

て
き
た
多
元
的
世
界
観
を
受
け
入
れ
、
南
北
の
本
土
は
分
離
さ
れ
て

い
る
と

い
う
、
第
三
回
航
海
後
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
見
解
と
類
似
し
た

結
論
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
両
者
の
姿
勢
は
似
て
非
な
る
も

の
で

あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
先
験
的
仮
説
を
救
お
う
と
し

た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
ゴ
は
後
験
的
仮
説

に
基
づ
き
新
世
界
説
を
唱

え
た
か
ら
で
あ
る
。

さ

ら

に
、

ア
メ
リ

ゴ
は
、

一
五

〇

四
年

に

『四
度

の
航
海

(ピ
①暮
興
9・
)』
を
発
表
す

る
。
同
書
で
は
、
「新
世
界
」
と

い
う
呼

一111一
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称

を

使

用

し

つ
づ

け

る

こ

と

に
躊

躇

し

て

い
る
。

な

ぜ
な

ら
、

以

前

に
航

海

し

た

北

の
地
方

に

も

、

つ
ま

り

コ

ロ

ン
ブ

ス
を

含

め

て

「
陸

球

」

の

一
部

と

み

な

さ

れ

て
き

た

北

の
部

分

に

つ

い
て
も

南

の
本

土

と

同

じ

こ
と

が

い
え

る

の

で
は

な

い
か

、

と

い
う

着

想

が
芽

生

え

た

か

ら

で
あ

る

。

結

局

ア

メ

リ

ゴ

は

、

世

界

(什
ゴ
Φ

～<
O
「
一α
)

の

一
部

で
あ

る

新

し

い
土

地

(口
Φ
ξ

一曽
口
O
ω
)

が

西

半

球

を

南

北

に
走

っ
て

お
り

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
と

ア
ジ

ア

の
問

の
海

洋

の

一
大

障

害

を

形

成

し

て

い
る

こ
と

、

そ
し

て
南

北

の
本

土

は

連

続

し

て
お

り

、
単

一
の
地

理

的

実

在

で
あ

る

こ
と

を

指

摘

す

る

に

い
た

っ
た

。

し

か

し

な

が

ら
、
ア

メ
リ

ヵ
発

明

の
過
程

が
完

結

す

る
ま

で

に
は

、

ま

だ
紆

余

曲

折

が
必

要

で
あ

っ
た

。

例

え

ば

、

一
五

〇

七
年

ご

ろ

の

　を

ル
イ
シ
ュ
の
世
界
図

[資
料
⑫
]
で
は
、
南
の

「も
う

一
つ
の
球
」

が
描
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
だ
南
北
間
の
連
続

に
つ
い
て
は
懐
疑
的
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

一
五
〇
二
年
ご
ろ
の
カ
ネ

　ぜ

イ

ロ

[カ

ネ

リ

オ
]

の
世
界

図

[資

料

⑬

]

で

は

「
大

洋

中

の
二

つ

の
島

」

と

し

て
描

か

れ

て
お

り

、

よ
う

や

く
陸

球

か

ら
漂

流

を

開
始

す

る

が

、

そ

れ

が

陸
球

と

匹
敵

す

る

ほ

ど

の
規

模

で
あ

る

こ
と

に

つ

い

て
は

ま

だ

懐

疑

的

で
あ

っ
た

。

結

局

、

一
五

〇

七

年

の

『宇

宙

誌

入

門
』

(サ

ン

デ

ィ

エ

・
ア
カ

デ

ミ

ー
)

に

よ
り

、

新

世

界

は

、

世

界

の
第

四

の
部

分

と

し

て

ア

メ

一112一
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新 発見 の南 の土 地 を対 躁i地の よ う に描 い てい る。

本 稿 で は 、InstitutoGeograficoNacionaled,LaImagersdelMundo(Madrid,1992)所 収 の

図版 を利 用 した。
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資料⑬ カネイロ[カ ネ リオ]世 界 図(1502年 頃)

一 西語版 オゴルマン図版～皿一

新発見 の土地 を二つ の大 きな島の ように描 いている

 

リ

カ
と

命

名

さ

れ

る

こ

と

に
な

る
。

こ

こ

に

、

ア

メ

リ

カ
発

明

の
過

程

は

ほ

ぼ
完

結

す

る

。

し

か

し

、

ア

メ

リ

カ

は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

・
ア

ジ

ア

・
ア

フ
リ

カ

の

「
大

陸

」

に
対

し

て
ま

だ

「島

」

と

み

な

さ

れ

続

け

た

の

で
あ

る

。

V

ア

メ
リ

カ

の

存

在

構

造

と

ア

メ

リ

カ
史

の
意

味

こ

の
部

分

が

、

米

国

の
大

学

に

お

け

る
連

続

講

演

で
新

た

に
追

加

さ

れ

た

部

分

の

一
つ
で
あ

る

が

、
ま

ず

『宇

宙

誌

入

門
』

の
意
義

が

い

っ
そ
う

簡

潔

に
要

約

さ

れ

て

い

る
。

つ
ま

り

、
従

来

島

と

み

な

さ

れ

て
き

た

「
陸

球

」

は

大

陸

と

み
な

さ

れ

る

よ
う

に

な

り

、

一
方

海

は
反

対

に
陸

地

に
周

囲

を

囲

ま

れ

た

「
湖

」

と

み

な

さ

れ

る

よ
う

に

な

る

。

そ

の
結

果

、
海

は
、

政

治

面

で
は
法

的
領

有

の
対

象

に
加

え

ら

れ

る

よ
う

に

な

っ
た
。
そ

し

て
従

来

陸

球

に
限

定

さ

れ

て
き

た

「
世

界

」

は
海

を

も

一
体

化

し

た
水

陸

球

全

体

を
含

む

よ

う

に

な

り

、

し

た

が

っ
て

「
世
界

」

は
将

来

的

に
は

宇

宙

全

体

を
含

み

こ

む

こ

と
も

可
能

と

な

っ
た

の
で

あ

る

。

ま

た

、
不

動

と

さ

れ

て
き

た

「
地

球

」
は

「
有

翼

の
天

体

観

測

所

」

(地

動

説

)

と
化

し

、
有

限

と

さ

れ

て
き

た

「
宇
宙

」

は
無

限

と

み

な

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

と

と
も

に
、

人

間

の
手

で
変

更

す

る

こ
と
も

で

き

る

よ

う

に
な

る

。

「
人

間

」

に

つ

い
て

み

れ
ば

、

も

は

や
宇

宙

の
囚

人

な

ど

で
は

な

く

、

反

対

に
そ

の
所
有

者

、
支

配

者

、

主

権

者

と

し

て
自

ら

を
意

識

す

る

よ

う

に
な

る

。

結

局

、

ア

メ
リ

カ

の
発

明

を
契

機

と

し

て

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
人

は
自

己

解

放

を

と

げ

て

い
く

。

一
種

の
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
革

命

が

お

き

る

の

で

あ

る
。

そ

し

て
、

「
異

化

」

と

「
同

化

」

と

い
う

対

概

念

を

利

用

す

る

こ

と

に

よ
り

、

オ
ゴ

ル

マ
ン
は

ア

メ
リ

カ

の
存

在

構

造

に

つ
い

て

の
分

一114一



析

を

さ

ら

に
深

化

さ

せ

て

い
く

。
つ
ま

り

、
同
化

の
過

程

と

し

て
は

、

ア

メ

リ

カ

の
物

理

的

存

在

が

、

第

四

の
部

分

と

し

て
世

界

の

な

か

に

同

化

さ

れ

て

い

っ
た

。
こ

の
過

程

に
際

し

て
は

、
「
大

陸

(8
口
梓ヨ
Φ
口
辞)
」

と

い
う

概

念

が

変

化

し

、

水

面

下

の
土

地

を

介

し

て

ア

メ

リ

カ

も

ま

た

そ

の
他

の
大

陸

群

と

、

つ
ま

り

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

・
ア

ジ

ア

・
ア

フ
リ

カ

と

い
う

旧

大

陸

と

「
連

続

」

(O
O
口
二
ロ
ロ
①
)

し

て

い

る
、

と

み

な

さ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た
。

し

か

し

、

同

化

の
過

程

と

同

時

に
異

化

の
過

程

と

し

て
、

ア

メ

リ

カ

の
歴

史

的

・
精

神

的

存

在

は

「
新

」

世

界

、

新

来

者

と

し

て
異

質

の
も

の
と

み
な

さ

れ

、

も

と

も

と

の

ア

メ

リ

カ

の
精

神

的

存

在

は

ア

メ
リ

カ
自

身

か

ら

剥

奪

さ

れ

て
し

ま

う

こ
と

に

な

る
。

ア

メ

リ

カ
を

発

明

し

た

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

は
、

古

典

期

以
来

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
中

心

的

な
世

界

三

分

割

の
考

え

方

が
浸

透

し

て
き

て
お

り

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

は

ア
ジ

ア
や

ア

フ

リ

カ

よ
り

も

道

義

的

に
卓

越

し

て

い

る

と

さ

れ

、

こ

の
考

え

方

が

中

世

の

キ

リ

ス

ト
教

的

三

分

割

へ
と

継

承

さ

れ

て

い

っ
た

。

そ

の
た

め
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
史

こ

そ

宇

宙

史

で
あ

り

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

こ

そ
歴

史

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

と

な

る

こ
と

が

で
き

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
的

生

活

方

法

こ

そ
最

高

基

準

を

な

す

、

と

自

負

さ

れ

て

き

た

。

そ

の
結

果

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に
よ

り

発

明

さ

れ

、

付

与

さ

れ

た

、

ア

メ
リ

カ

の
歴

史

的

・
精

神

的
存

在

と

し

て

の
ア

メ

リ

カ
史

の
意

味

と

は

、

も

う

一
つ
の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
と

な

る

こ

と

、

つ
ま

り

キ

リ

ス
ト

教

的

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
文

化

を

受

容

す

る

こ
と

で
あ

っ
た

。

ア

メ

リ

カ

が
も

う

一
つ
の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
と

な

る

や
、

潜

在

的

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

と
現

実

的

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

と

い
う

二

項

対

立

は

解

消

さ

れ

る

。

こ

の
点

こ

そ

、

『
宇

宙

誌

入

門

』

の
新

世

界
観

が

コ

ロ
ン
ブ

ス

や

ア

メ
リ

ゴ

の
二
項

対

立

的

な

新

世

界

観

と
異

な

る
点

で
あ

る
、

と

オ

ゴ

ル

マ
ン
は

考
え

た

。し

か

し

な

が

ら

、

も

う

一
つ

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
と

な

る
道

に
は

模

倣

と
独

創

の
二

つ

の
道

が

あ

っ
た

。

模

倣

の
道

を
選

択

し

た

の
が

植

民

当

初

の

ス

ペ
イ

ン
系

ア

メ

リ
カ

で
あ

り

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

・
モ

デ

ル

に

ア

メ
リ

カ

の
環
境

を

適

合

さ

せ

よ

う

と

し

た

。

そ

の
結

果

、
例

え

ば

先

住

民

を

も

キ

リ

ス
ト

教

化

し
、

同

化

し

よ

う

と

し

た

。

た

だ

し
、

独

立

戦

争

や
共

和

制

時

代

を

経

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

ス

ペ
イ

ン
系

ア

メ

リ

カ

の
道

も

ま

た

、

今

日

で

は
単

な

る
模

倣

の
道

で
は

な

く

な

っ

た

、

と

オ
ゴ

ル

マ
ン
も

付

け
加

え

て

い
る
。

一
方

、

独

創

の
道

を

選

択

し

た

の
が

イ

ギ

リ

ス
系

ア

メ

リ

カ

で
あ

り

、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

・
モ
デ

ル

の
ほ

う

を

ア

メ

リ

カ

の
環

境

に
適

合

さ

せ

よ
う

と

し

た

。

そ

の
結

果

、

先

住

民

を

同
化

す

る

の

で

は
な

く

、

放

任

な

い
し

排

除

し

、

植

民

者

は

フ

ロ

ン

テ

ィ
ア

開
発

に
適

進

し

て
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い

っ
た

。

い
わ

ゆ

る

タ

ー

ナ

ー
学

説

の
考

え

方

で
あ

る

。

そ

う

こ
う

す

る

う

ち

に
イ

ギ

リ

ス
系

ア

メ

リ

カ

は

、
発

明

者

つ
ま

り

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の
イ

メ
ー

ジ

に
よ

り

発

明

さ

れ

た

が

、

い
ま

や

一
つ
の
新

し

い
歴

史

的

実

在

、

い

い
か

え

る
な

ら

ば

第

二

の
新

し

い

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

へ
と

転

化

し

、

さ

ら

に

は

、

新

世

界

・
旧

世

界

と

い
う

区

分

で
は

な

く

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

系

ア

メ

リ

カ

(閏
y』
「
O
I
>
ヨ
①
「
一〇
90
)

と

い
う

総

合

へ
と

進

み

つ

つ
あ

る

、

と

い
う

の

が

オ

ゴ

ル

マ

ン

の
結

論

で

あ

っ
た

。

最

後

に

、

要

約

す

れ

ば

、

ア

メ

リ

カ
発

明

の
過
程

と

は

二

つ

の
部

分

か

ら

な

る

過

程

で
あ

り

、

第

一
の

ス

ペ
イ

ン
的

部

分

に

よ

り

、

物

理
的

世

界

と

し

て

の

ア

メ

リ

カ

は

「
宇

宙

の
牢

獄
」

概
念

か

ら

解

放

さ

れ

(あ

る

い
は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
を

解

放

し
)
、

そ

し

て
第

二

の

イ

ギ

リ

ス
的

部

分

に

よ

り

、

歴

史

的

世

界

と

し

て

の

ア

メ

リ

カ

は

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

中

心

的

概

念

か

ら
解

放

さ

れ

て

い
く

(
あ

る

い
は

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

を
解

放

し

て

い
く

)

の

で
あ

る

。

国

新
た
な
る
問
い
へ

オ
ゴ

ル
マ
ン
は

一
四
九
二
年
の
意
味
に
つ
い
て
問
い
を
発
し

つ
づ

け
、
と
う
と
う

「
ア
メ
リ
カ
の
発
明
」
と
い
う
壮
大
な
構
…想
に
到
達

し
た
。

一
四
九
二
年
か
ら
五
〇
〇
年
目
に
当
た
る

一
九
九
二
年
が
近

づ

き

、

「
出

会

い
」

が

共

通

テ

ー

マ
と

し

て
掲

げ

ら

れ

た

と

き

、

そ

れ

に
疑

問

を

発

し
た

の
も

オ

ゴ

ル

マ

ン
で

あ

っ
た

。

次

に
、

オ

ゴ

ル

マ
ン
が

発

し

な

か

っ
た

問

い
を

、

あ
え

て
発

す

る

こ
と

に

し

よ
う

。

第

一
に
、

同

書

で
オ

ゴ

ル

マ
ン
が

分
析

し

た

の
は

、
単

純

化

す

れ

ば

、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

人

の
目

に
映

っ
た

ア

メ

リ

ヵ

の
イ

メ

ー
ジ

で
あ

り

、

同

書

か

ら

は

オ
ゴ

ル

マ
ン
が

主
体

と

し

て

の
ア

メ

リ

カ
先

住

民

を

ど

の

よ
う

に
評

価

し

て

い
た

の
か

は

、
窺

い
知

る

こ

と

は

で
き

な

い
。

客

体

と

し

て
す

ら
先

住

民

の
存

在

感

は
希

薄

で

あ

る

。

で

は
、

ア

メ

リ

カ

先

住

民

の
目

に
映

っ
た

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

イ

メ

ー

ジ

は

ど

う

で

あ

っ
た

の

か

。
彼

ら

に
よ

る

「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
発

明
」

は
あ

り

え

た

の
か

。

こ

の
よ
う

な

鏡

像

を

通

し

て
み

れ

ば

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

よ

る

「
ア

メ

リ

カ

の
発

明

」

の
実

像

は

ど

う

描

か

れ

る

で

あ

ろ
う

か
。

第

二

に

、
「
ア

メ

リ

カ

の
発

明

」
を

契

機

と

し

て

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
は

「
宇

宙

の
牢

獄

」

と

い
う

自

己

束

縛

的

な

概

念

か

ら

解
放

さ

れ

る

が
、

古

典

期

以

来

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
中

心

主

義

的

概

念

か

ら

は

必

ず

し
も

解

放

さ

れ
ず

、
そ

の
結

果

、
「
ア

メ
リ

カ
」
を

初

め

と

す

る
他

世
界

は

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

よ

り

、
植

民

地

主

義

と

い
う

、

新

た

な

る

「牢

獄

」

に
拘

束

さ

れ

る

よ
う

に

な

っ
た

の

で
は

あ

る

ま

い
か

。

以

下

、

わ

れ

わ

れ

に
残

さ

れ

た

問

い

に

つ
い

て
、

近
年

の
研
究

動
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向

を

紹

介

し

て

い

こ
う

。

　レ
　

1

落

合

一
泰

「
『ア
メ
リ
カ
』
の
発
明
」

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
第
二
の
問

い
に
関
連
し
て
、
オ
ゴ
ル
マ
ン
が

依
拠

し
た
タ
ー
ナ
ー
学
説
、
つ
ま
り

一
九
世
紀

の
世
紀
末
に
F

・

J

・
タ

ー
ナ
ー
に
よ
り
提
起
さ
れ
た

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
論
は

「自
由

は
西
部
か
ら
」
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
的
民
主
主
義
を
評

価
す
る

こ
と
に
よ
り
、
二
〇
世
紀
半
ば
を
過
ぎ
て
も
歴
史
学
会
や
ア

メ
リ
カ

の

一
般
社
会
に
あ

っ
て
も
か
な
り
の
支
持
を
得
て
い
た
。
ま

た
、
国
民
統
合
の
点
で
も

「
ル
ツ
ボ
」
に
讐
え
ら
れ
る
よ
う
な
融
合

主
義

の
典
型
例
を
提
供
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る

ニ
ュ
ー

・
レ
フ
ト
史
学

の
台
頭
や
黒
人
を
中
心
と
す
る
少
数

民
族
集

団
に
よ
る
市
民
権
運
動
の
高
揚
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
的
民
主

主
義

の
裏
面
な
い
し
暗
部
も
ま
た
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

を
受
け

て
日
本
に
お

い
て
も
ア
メ
リ
カ
史
に
潜
む

「帝
国
」
性
を
指

摘
し
た
富
田
虎
男
や
清
水
知
久
や
高
橋
章

の
著
作
を
初
め
と
し
て
、

近
年

で
は
緻
密
な
史
料
批
判
に
も
と
つ
く
ア
メ
リ
ヵ
先
住
民
史
研
究

　　
　

も

ま

た

盛

ん

に
な

っ
て
き

て

い
る
。

オ

ゴ

ル

マ
ン
と

同

じ
題

名

を

持

つ
こ

の
落

合

論

文

は

、
「
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

そ

の
視

覚

イ

メ

ー

ジ
を

め

ぐ

っ
て
」

と

副

題

に
あ

る
よ

　り
　

う
に
、
文
化
の
持

つ
さ
ま
ざ
ま
な
顔
の
う
ち

「異
文
化
の
な
か
に
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
生
き
る
文
化
L
を
、
し
た

が
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

の
な
か
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
取
り
上
げ
て
い
る
。
オ
ゴ
ル

マ
ン
の
問
い
か
け
を
自
ら
引
き
受
け
、
さ
ら
に

一
九
世
紀
末
ま
で
の

ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
し
た
こ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
中
世
末

期

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
東
方
に
は
無
頭
人

や
犬
頭
人
の
よ
う
な
怪
異

が
蹟
唇
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
以
降
も
当
初

は

「野
蛮
な
未
開
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
だ

っ
た
が
、
や

が
て
啓
蒙
主
義

の
時
代
に
は

「高
貴
な
野
生
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

ま
た

一
九
世
紀
に
な
る
と
新
古
典
主
義

の
影
響
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
典
文
明

つ
ま
り
ギ
リ
シ
ャ

・
ロ
ー
マ
文
明
に
な
ぞ
ら
え
る
傾
向

も
現
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う

に
時
代

の
変
遷

と
と
も
に
移
り
変
わ

っ
た

イ

メ
ー
ジ

の
面
も
あ
れ
ば
、
首
尾

一
貫
し
て
変
わ
ら
な
か

っ
た
イ

メ
ー
ジ
の
面
も
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
男
性
や
文
化
に

な
ぞ
ら
え
、他
方
ア
メ
リ
カ
を
女
性
や
自
然

に
な
ぞ
ら
え
[資
料
⑭
]
、

そ
し
て
前
者
を
優
越
視
し
て
疑
わ
な
か

っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義

で
あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
異
文
化
と

の
出
会

い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
世
末
期

の

「東
方

の
怪
異
」
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
ず
、
む

し
ろ
そ
れ
を
増
幅
す
る
よ
う
な
形

で
ア
メ
リ
カ

・
イ
メ
ー
ジ
を

「発

明
」
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
を
、
視
覚
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷

の
分
析
か
ら
確
認
し
て
い
る
点
で
、非
常

に
興
味
深
い
論
考
で
あ
る
。
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「アメ リカ」 を覚醒 するアメ リゴ(ヨ ハ ンネス ・ス トラ ダヌス作、1589年)資料⑭

この図か ら落合は、以下の ような二項対 立 をヨーロ ッパ とアメ リカの問に読み取 ろ うとす

る。つ まり、男性 対女性 、立ち姿対横 臥、着衣対裸体 、キ リス ト教対 食人、科学技術対棍

棒、文明対野生、文化対 自然、優位 対劣位 。

出典:落 合 「『ア メリカ』 の発明」図12

ダ
　

　

皿

小

林

致

広

「
神

々
を

媒

介

と

し

た

出

会

い
」

前

掲

の
落

合

論

文

は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

が

、

そ

の

自

己

認

識

は

別

と

し

て

(も

ち

ろ

ん
自

己

認

識
も

ま

た

他

者

認

識

と

無

関

係

で
は

あ

り

え

な

い

の
だ

が

)
、

一
九

世

紀

末

に

な

っ
て
も

他

者

認

識

の
点

で
は

中

世

末

期

の
呪

縛

か

ら

は

脱

出

で

き

な

か

っ

た

こ
と

を

示

唆

し

て

い
る

。

第

一
の
問

い
と
も

関

連

す

る

が

、

こ

の

よ

う

な

か

け

違

い
が

な

ぜ

起

こ

っ
た

の
か

を

考

え

る

上

で
有

益

な
視

点

を
提

供

し

て

い

る

の
が

、

こ

の
小

林
論

文

で

あ

る

。
小

林

は

、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
よ

る

イ

ン
デ

ィ

オ

の

「
発

見

」

は

、

同

時

に

ア

メ
リ

カ

の
イ

ン
デ

ィ

オ

に

よ

る
、

よ

り

正

確

に
は

(な

ぜ

な

ら

「
発

見

」

ま

で

は
イ

ン

デ

ィ
オ

は

存

在

し

な

か

っ
た

か

ら
)

各

民

族

集

団

に
よ

る

「
白

人

の
発

見

」

で
も

あ

っ
た
、

と

指

摘

す

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

両
者

の

「
発

見

」

は

対

等

な

二

つ
の
世

界

の

「
出

会

い
」
と

は

な

ら

ず

、

つ
ま

り

、

副

題

に
は

「
イ

ン
デ

ィ

オ
と

侵

略

者

の

対

話

」

と

あ

る

が

、

「
他

者

の
も

つ
他

者

性

、

そ

し

て
な

に
よ

り

個

別

性

の
な

か

で
他

者

を
把

握

」
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し

合

う

よ

う

な

対

話

に
導

く

こ

と

な

く

、

両

者

の

一
方

的

な

モ

ノ

ロ
ー

グ

に
終

わ

っ
た

と

い
う

の
が

、

小

林

論

文

の
主

張

で
あ

る
。

具

体

的

に

は

、

イ

ン
デ

ィ
オ

が

カ

リ

ベ
と

呼

ぶ
人

々
を

コ

ロ
ン

ブ

ス

は

犬

面

を

し

た
食

人

種

の
カ

ニ
バ
、

さ

ら

に

マ
ル

コ

・
ポ

ー

ロ
が
仕

え

た

大

汗

王

の
部

下

、

と

解
釈

し

た

。

一
方

、

メ

キ

シ

コ
湾

岸

へ
の

ス

ペ
イ

ン
人

到

来

の
報

に

接

し

た

ア

ス

テ
カ

つ
ま

り

メ

シ

ー

カ

の
王

モ

ク

テ

ス

マ
ニ
世

は

、
白

い
異

人

の
姿

を

古

絵

文

書

の

な

か

に

、

ト

ナ

カ

マ
サ

ト

ル
と

い
う

「
人
体

の

つ
い
た

鹿

」

の
な

か

に

、
発

見

し

た

こ

と

に

よ

り

、
異

邦

人

と

し

て

で
は

な

く

神

々
と

解

釈

し

、
待

遇

し

よ
う

と

し

た

。

こ

の
よ

う

に

モ

ノ

ロ
ー

グ

に

終

始

す

る
両

者

の

「
出

会

い
」

は

、

結

局

「
一
方

に

よ

る

他

方

の
抑

圧

」
、

つ
ま

り

征

服

に

終

わ

ら
ざ

る

を

え

ず

、

神

々

の

「
出
会

い
」

で
あ

る
は

ず

の
キ

リ

ス

ト

教

化

も

ま

た

「魂

の
征

服

」

と

な

ら

ざ

る

を

え

な

か

っ
た

。

　お
　

皿

染
田
秀
藤

「
『発
見
と
征
服
』
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

コ
ロ
ン
ブ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
側
も
先
験
的
観
念

に
囚
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
が
、
征
服
者
や
植
民
者
は
、
す

ぐ
さ
ま
自
ら
の
行
為
を
正
当
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
染
田
論
文

　ぴ
ね

は
こ
の
征
服
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
に
つ
い
て
、
学
識
者
の
ビ
ト
リ

ァ
や
セ
プ
ー
ル
ベ
ダ
、
『新
大
陸
自
然
文
化
史
』

の
著
者
サ
ア
グ
ン

を
例

に
あ
げ
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
航
海
者
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
や
ア

メ

リ

ゴ

に

よ

る

カ

リ

ベ

ー1

「食

人

種

」

の
報

告

が

著

述

家

の
ピ

エ
ト

ロ

・
マ
ル

テ

ィ
ー

レ

や

オ

ビ

エ
ド

に

よ

っ
て

「
食

人

種

」

の

レ

ッ
テ

ル

が

反

抗

的

な

イ

ン

デ

ィ

オ

や

イ

ン
デ

ィ

オ

全

体

に
ま

で

適

用

さ

れ

、

そ

れ

が

ス

ペ
イ

ン
人

に
よ

る
植

民

地

支

配

を

正

当

化

す

る

根

拠

を

セ
プ

ー

ル

ベ
ダ

ら

に
与

え

た

こ

と
を

指

摘

し

て

い

る
。

　
　

　

ま

た

、
小

林

は
別

論

文

「
イ

ン

デ

ィ
オ

と

い
う
標

徴

」

に

お

い
て
、

ス

ペ
イ

ン
人

ら

は
自

ら

の
侵
略

行

為

を

正

当

化

す

る
た

め

に

「
理
性

を

欠

く

」

イ

ン
デ

ィ

オ
像

を

五

〇

〇
年

前

に

「
発

明

」

し

た

、

と
指

摘

し

て

い
る

。

そ

し

て

、

理
性

の
欠

落

の
証

拠

と

さ

れ

た

の
が

、
近

親

相

姦

な

ど

の
性

的

行

為

や
、

人

身

供

犠

、

食

人

で
あ

っ
た

が

、

ア

ス

テ

カ
食

人

国

家

論

や
大

規

模

な

人

身

供

犠

は

ス

ペ
イ

ン
人

ら

に

よ

り

捏

造

さ

れ

た
も

の
で
あ

る

こ
と

を

、

絵

文

書

の
分

析

な

ど

か

ら

明

ら

か

に

し

て

い
る

。

な

お
、

染

田

は
、

こ

の
よ
う

な

ス

ペ
イ

ン
人

の
自

己

中

心

的

な

イ

ン

デ

ィ

オ
認

識

に
対

し

て

、
他

で
も

な

い
オ
ビ

エ
ド

の
伝

え

る

エ
ピ

ソ
ー
ド

を

紹

介

す

る

こ
と

に

よ
り

、

イ

ン

デ

ィ
オ

の
側

の

ス

ペ
イ

ン

人

認

識

の
変

化

を

示

唆

し

て

い
る
。

つ
ま

り

、

現

プ

エ
ル
ト

リ

コ

の

サ

ン

フ

ワ

ン
島

の

イ

ン

デ

ィ

オ
た

ち

は

一
計

を

案

じ

て
、

キ

リ

ス
ト

教

徒

た

ち

が
不

死

で

は

な

い
こ
と

を

知

る
と

、

彼

ら

に
対

し

て
反

乱

す

る

よ
う

に

な

っ
た
、

と

い
う

エ
ピ

ソ

ー
ド

を

紹

介

し

て

い
る

。

こ
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こ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
と
イ
ン
デ
ィ
オ
の
ど
ち
ら
の
他
者
認
識
が
よ

り
多
く

の
科
学
的
合
理
性
を
備
え
て
い
る
か
、
と
問
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
う

い
う
問

い
方
も
も
ち
ろ
ん
成
立
す
る
が
、
小
林

の

よ
う

に
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を

「征
服
し
た
神
も
、
実
は
被
征
服
者

の
神

々
に
征
服

・
教
化
さ
れ
て
い
っ
た
」
と

い
う
よ
う
に
捉
え
返
す

こ
と
も

、
ま
た

「征
服
の
踊
り
」

の
中
に
イ
ン
デ
ィ
オ
の
抵
抗
の
姿

を
読

み
取
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

ハね
　

W

清
水
透

「
コ
ロ
ン
ブ
ス
と
近
代
」

最
後

に
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
こ
の
清
水
論
文

で
あ
る
。
「
ア
メ

リ
カ
の
発
明
」
を
契
機
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
世
界
な
い
し
宇
宙

を
有
限

な
も
の
で
は
な
く
無
限
な
も
の
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
と

す
る
オ
ゴ
ル
マ
ン
に
対
し
て

(こ
の
よ
う
な
宇
宙
観
が
変
化
す
る
の

は

一
九
六
八
年
の
ロ
ー

マ
・
ク
ラ
ブ
の
結
成
以
降
だ
ろ
う
か
)、
清

水
は
逆
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸

の

「発
見
」
に
よ

っ
て
世

界
は
無
限
か
ら
有
限

へ
と
転
換
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
清
水
に
よ

れ
ば
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、
民
衆
だ
け
で
な
く
エ
リ
ー
ト

も
含
め
、
平
板
な
大
地
の
彼
方
に
奈
落
を
想
定
し
て
い
た
た
め
、
限

界
点
と
し
て
の
奈
落
よ
り
も
む
し
ろ
、
奈
落
ま
で
の
間
に
野
蛮
の
無

限
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
地
球
が
球
体

で
あ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
奈
落
の
不
在
が
証
明
さ
れ
る
や
、
地
球

11

世

界

は

有

限

と

な

り

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

ー1
文

明

と

非

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

ー1

野
蛮

と

が

直

接
向

き
合

う

こ

と

と

な

っ
た
。

い

い
か

え

る
な

ら

ば

、

オ

ゴ

ル

マ
ン
が

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
宇

宙

観

・
世

界

観

を

考

察

す

る
た

め

に

「
ア

メ

リ

ヵ
」

を

取

り

上

げ

た

の
に
対

し

て
、

清

水

は

「
ア

メ

リ

カ

」

を

契

機

と

し

て

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

と
非

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、

あ

る

い
は
自

己

と

他

者

と

の
関

係

性

そ

の
も

の

を

考

察

し

よ

う

と

し

た

の

で
あ

る
。

関

係

性

を

考

察

の
軸

と

す

る

と

き

、

ま

ず

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に

よ

る

ア

メ

リ

カ
先

住

民

の

「
他

者
化

」
(清

水

の

キ

i

・
タ

ー

ム

の

一
つ
)
・

差

別

化

の
過

程

が
あ

る
。
つ
ま

り

、
ス

ペ
イ

ン
人

ら

は
彼

ら

に
敗

者

・

未

開

・
野
蛮

と

い
う

表

象

を

付

与

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

「
イ

ン
デ

ィ

オ
」
を
創

造

し

た

が

、
キ

リ

ス

ト
教

化

つ
ま

り

文

明
化

が

可
能

な

「
野

蛮

」
と

判

断

し

た
た

め

に
、
そ

こ

に
寄

生

し
よ

う

と

し

た

。
し
か

し
、

そ

の
寄

生

は

一
方

に
お

け

る
混

血

化

と

他

方

に
お

け

る
イ

ン

デ

ィ
オ

や
黒

人

奴

隷

の
逃

亡

と

い
う
新

た

な

「
野

蛮

」

を

生

み
、

ス

ペ
イ

ン

人

ら

「
文

明

」

の
側

に
と

り
脅

威

と

な

っ
た
。

こ
れ

を

教

訓

に
し

た

後

発

の
植

民

地

帝

国

は

、

文

明
化

の
不

可
能

な

「
自

然

」

と

み
な

す

よ
う

に

な

り

、
非

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

ー1
野
蛮

11
自

然

で
あ

る
先

住

民

の
徹

底

的

な

ク

リ

ア

ラ

ン

ス

[清

掃

]

へ
と

進

む

の
で
あ

っ
た
。

オ
ゴ

ル

マ

ン
が

「
同
化

」

と

「
異

化

」

と

呼

ん
だ

現

象

は
清

水

に

よ
り

こ

の

よ

う

に
解

釈

し

直

さ

れ

た
。

そ

し

て
、

次

な

る

過

程

と

し

て

、
他

者
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化

・
差

別
化

の
対
象
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
内
部
で
も

「内
な
る
他
者
と
内
な
る
野
蛮
」
探
し
が

「国
民
的
」

と
い
う
基
準
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近

代

が
成

立
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
自
己
解
放
的
な
も

の
で
は

け

っ
し

て
な
く
、
自
ら
創
造
し
た

「野
蛮
」
に
包
囲
さ
れ
た

「文
明
」

の
自
己
閉
塞
的
な
姿
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
き
、
清
水
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
史
そ
の
も
の
の
見
直
し
の
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ

　あ
　

る
。最

後

に
、
こ
れ
ま
で
近
年

の
研
究
動
向
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

の
研
究

に
共
通
す
る
キ
i

・
タ
ー
ム
が
、
「発
明
」

(「創
造
」
と
訳

さ
れ
る
例
も
あ
る
)
で
あ
る
。
今
日
急
接
近
し

つ
つ
あ
る
歴
史
学
と

文
化
人
類
学
と
を
結
び

つ
け
る
方
法
論
あ
る

い
は
キ
ー

・
タ
ー
ム
が

「発
明

」
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
き
、
こ
の
概
念
を

一
九
六

〇
年
代

初
に
い
ち
早
く
規
定
し
、
適
用
し
た
オ
ゴ
ル
マ
ン
の
貢
献

の

大
き
さ
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

【追
記
】

本
稿

は
、

一
九
九
四
年

一
月
二
七
日
に
国
立
民
族
学
博
物
館
に
お

い
て
共
同
研
究

「
ラ
テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
の
文
明
像
に
関
す
る
学
際
的

研
究
」

の

一
環
と
し
て
筆
者
が
行
な
っ
た
研
究
報
告

「オ
ゴ
ル
マ
ン

の

『
ア
メ
リ
カ
の
発
明
』
を
め
ぐ

っ
て
L
、
な
ら
び
に

一
九
九
五
年

六
月
二
五
日
の
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
月
例
会
に
お
け
る
報
告
を

基
礎
に
し
て
い
る
。
な
お
、

一
九
九
四
年

一
二
月
発
行
の

『資
料
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
』
第
二
九
号
で
は

「オ
ゴ

ル
マ
ン

『ア
メ
リ
カ
の
発

明
』
を
読
む
」
と
題
し
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、

一
九
九
五

年
度
の
奈
良
大
学
に
お
け
る
歴
史
学
通
論

H
で
は
こ
の
論
題
を
学
生

諸
君
と

一
緒
に
考
え
直
し
、
本
稿
の
よ
う

に
発
展
さ
せ
る
好

い
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
筆
者
は
同
書
を
す

で
に
試
訳
し
、
「
ア
メ
リ

カ

は
発

明

さ

れ

た

ー

イ

メ

ー
ジ

と

し

て

の

一
四

九

二
年

l

」

と

い
う

題

の
も

と

、

ラ

テ

ン
ア

メ

リ

カ
資

料

セ

ン

タ
ー

『資

料

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ
』

第

二

一
号

(
一
九

九

三

年

二
月

)
、

第

二

三

号

(
一
九

九

三
年

八

月

)
、
第

二

五
号

(
一
九

九

三

年

一
〇
月

)
、
第

二
七

号

(
一

九

九

四
年

一
月

)

に
掲

載

し

た

。
誤

訳

や
不

適

切

な

訳

が

残

っ
て

い

る

の

で
、

近

い
将

来

発

行

し

直

し

た

い
、

と
思

っ
て

い
る
。

(
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「ヨ
§

・

↓
ミ

Nミ

§
§

ミ

黛

》
§
ミ
母
象

》
ミ

§
心§
壱

画ミ
o
ミ
Q
ミ
無
o註
§
N
§

弊ミ
Q
黛

、ぎ

冬

ミ

ミ
ミ

黛
§

魁
、ミ

§
驚§

帆轟

黛

§

ミ
§

§

Oσ
一。
○
ヨ
ヨ
讐
8

・
一
り①
一
●同

書

の
序

文

に

あ

る

よ

う

に
、

オ

ゴ

ル

マ

ン

は

こ

れ

を

テ

ー

マ

に

何

度

も

問

い

直

し

て

き

た

。
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(
2
)

(
3
)

(4
)

(5

)
、
§

犠
§

§

§

§

ミ

ミ
。・鄭§

自

§

ム
ミ

§

食

(一
逡

卜○
)

、

G
蕊

画の

箋

讐
遷
§
ミ

魯

ミ

鼠
§

ら旨

ミ
砺
ミ
蕊
らo

(一
リ
ミ

)

.

卜
黛

&
§

譜

N

犠
翁
らミ
ぴ識
§
爵
ミ
o

乱
偽

ム
§
ミ
画ら
臼

零

無
ミ
皆

魯

禽
o

§
欝
ミ

偽、§
&
§

勘

らミ

詩
9
魯

簑

防
営

ミ

o
§
鳴ミ
8

(一
り
㎝
一
)
・

O
O
`

卜
黛

§
ミ
§
篤§

駄
鳴

》
§
へ
識
ら象

§
ミ
笥
茜
§

画§

9
亀
§
自

織
鳴

ざ

驚。。、§
ら
§
§

ミ
無
も註
ら自

織
巴

8
寒
偽s

§
§
s
亀
o

ヒ

織
巴

題
ミ
、&
o

§

防ミ

§

竃
§
3
ζ
曾

一。
ρ

一
零

刈
・
ス

ペ
イ

ン
語

版

の

初

版

は

一
九

五

八

年

で

あ

る

が

、

イ

ン

デ

ィ

ア
ナ

大

学

出

版

局

の
英

語

版

の

ス

ペ
イ

ン
語

訳

は

こ

の
第

二

版

か

ら

で

あ

る

。

閏
「
昌
①
し。8

ユ
Φ

一鋤

↓
O
護
ρ

.、Qり
①
日
げ
一9
昌
N
①

O
Φ一

U
O
O
8
「

南
α
ヨ
=
旨
α
O

O
.O
O
「
ヨ
①昌
..・
①
口
"
C
Z
>
ζ
"
O
ミ
ミ

Qミ

ミ

b口
さ
Nざ
討
ら自

〉
ぎ
9
ミ
§
h
織
鳴

ミ

§
8
、
き

§
も
§

智

o
肉
犠
§
ミ
ミ

o
O
、O
ミ
§
o
§

一
り
O
ρ

O
O
コ
N
巴
o

閃
①
「
コ
節
コ
ニ
①
N

O
①

○
≦
①α
o

賓

く
巴
α
Φ
ω噌

の
ミ
§
ミ
ざ

§

貯

s
ミ
ミ
§

N
ミ
無
ミ
旨

魯

ミ
恥
ミ

織
皆
勲

↓
o
一①O
ρ

一
α
N
O
《

ミ

恥§

試自
鷺
ミ
§

、

勘
§

ミ
§
N
魯

ミ
恥
ミ

§
自
b
身
N湧

勘

↓
爵
ミ
㌣

肉
ミ
§
帖
§
N
§
自
憶
O
ら魯

§
一

。り
①
<
一=
P

5

ω
ω
●
オ

ビ

エ

ー

ド
、

染

田

秀

藤

・
篠

原

愛

人

抄

訳

『
カ

リ

ブ

海

植

民

者

の
眼

差

し

』

(ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
新

世

界

の
挑

戦

、

四

)

岩

波

書

店

、

一
九

九

四

年

。

「
オ

ビ

エ
ド

は

『周

知

の
と

お

り
』

コ

ロ

ン

ブ

ス

が

一
四

九

二
年

の
航

海

で
イ

ン

デ

ィ

ア

ス

(
つ
ま

り

、

ア

メ

リ

カ
)

を

発

見

し

た

、

と

言

明

し

て

い

る
。
」

(オ

ゴ

ル

マ

ン
、

『資

料

ラ

テ

ン
ア

メ
リ

カ

』

二

一
号

、

七

ペ
ー

ジ

)

】≦
巽
ユ
コ

「
①「
コ
い昌
α
Φ
N

ユ
①

Z
鋤
く
①護
簿
ρ

O
ミ
象
9
§

魯

N8

e画§
6。
。。
勘

織
塁
らま
ぴ
識
§
8
s
8
。。
心
ミ
鳴
ミ
9
偽さ
ミ
葱
㌣
§
9『
N8

翁
㌧
9
識
O忘
。。
黛
翁
魯

高
§
題

織
巴

い
暗
ご

k
図

亀
謡
蛙
o
誠
8

犠
oらミ
§
偽ミ
8

§
"
ミ
、8

らミ
ミ
鳴§
琶Qミ
、湧

o
貯

(
6
)

(
7
)

(8
)

(9
)

ミ
無
§

黛

魯

ミ

ミ
ミ
画§

O
暴
ミ

N§

9

勘

魯

§

翁
、9

§

§

暗
ミ
8

禽
智

§
』霧

§

ミ
§
o
⇔・
ζ
pα
ユ
9

一〇。
N
㎝
-
ω
刈
・
「
こ

れ

は

…

…

コ

ロ

ン

ブ

ス

が

ア
ジ

ア

に
到

達

す

る
計

画

だ

っ
た

こ
と

だ

け

で

な

く

、

そ

れ
を

成

し

遂

げ

た

と

い
う

信

念

か

ら
脱

却

し

え

な

か

っ
た

こ
と

を

暴

露

す

る
効

果

を

上

げ

た

。
」

(オ

ゴ

ル

マ
ン
、

前
掲

、

一
五

ペ
ー

ジ

)

じσ
①
二
〇
一〇
幕

α
①
5
ω
O
p。
ω
9・
ω・
ミ

恥ミ

皆

§

ミ
亀

ミ

§

L

認

?

①
ρ

長

南

実

訳

『イ

ン

デ

イ

ア

ス
史

』

全

五

巻

(大

航

海

時

代

叢

書

H
)

岩

波

書

店

、

一
九

八

一
-
九

二
年

。

「
ア

メ

リ

カ

の
発

見

は

、

そ

の
目

的

の

た

め

に
選

ば

れ

た

人

間

に
よ

っ
て
遂

行

さ

れ

た

、

神

の
計

画

の
実

現

と

し

て
現

わ

れ

る
。
」

「本

質

的

な

の
は

…

…

福

音

の
光

を

ま

だ

享

受

し

て

い

な

い
人

間

の
住

む

土

地

が

出

現

し

た

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。」

(オ

ゴ

ル

マ

ン
、
前

掲

、

一

一
ペ
ー

ジ

)

〉
冨
×
僧
ロ
ユ
①
「
<
○
昌

=
仁
ヨ
σ
o
匡
θ・
き

⇔§
8
℃
h
ミ
ミ
雲
へ

巴
§
『
㌧
ξ
巴
象
討
鳴s

§

、ミ
題
き
§

ミ
轟

一
。。
麟

-
①b。
.
「
地

球

の
未

知

の
部

分

が

、

人
類

の
利

益

の
真

の
代

表

で
あ

る
科

学

者

た

ち

に
対

し

て
観

察

フ

ィ

ー

ル

ド
と

し

て

与

え

ら

れ

た

。
」

「
コ

ロ

ン
ブ

ス
が

熱

帯

の
自

然

の
美

に
対

し

て

感

受

性

豊

か

だ

っ
た
。
」

(オ
ゴ

ル

マ

ン
、
前

掲

、

一
九

ペ
ー

ジ
)

の
①
ヨ
ニ
①
一
国
=
9

ζ
o
ユ
ω
o
戸

工
"
§
画§
N
9

ミ
帖
O
ら§
s

しっ
鳴鼻

工

卜
欝

ミ
.

O
ミ
房
§

}
ミ

9

ミ
§
ミ

坐

口σ
。
。・
8
P

一逡

b。
・

一
般

読

者

向

け

に
編

集

し

直

さ

れ

た

版

が

翻

訳

刊

行

さ

れ

て

い
る
。

荒

こ

の

み
訳

『大

航

海

者

コ

ロ

ン
ブ

ス
』
原
書

房

、

一
九

九

二

年

。
「
彼

[
コ

ロ

ン
ブ

ス
]
は
ま

っ

た

く

偶

然

、

幸

運

に
も

ア

メ

リ
カ

を

発

見

し
た

。
」

(オ

ゴ

ル

マ
ン
、

魑則
掲

、

二

ニ

ペ
ー

ジ
)

モ

リ

ソ

ン

「
新

世

界

が
征

服

者

の

カ

ス

テ

ィ
リ

ャ
人

に
恩

寵

豊

か

に
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(
10
)

(
11
)

(12

)

(13

)

(
14
)

　

16
)

　
15

)

 

(
17
)

そ

の
処
女
性

を
差

し
出

し
た

一
四
九

二
年

一
〇
月

の
日

々
ほ
ど

の
喜

び

・
不

思
議

・
驚
き
を
、

死
す

べ
き
人
間
は
再
び
獲
得

す
る

こ
と

は

な

い
で
あ

ろ
う

。L

(オ
ゴ
ル

マ
ン
、
前

掲
、
二
八

ペ
ー
ジ
)

イ

シ
ド

ル
ス

(五
六
〇
頃
-
六
三
六
年
)

は
ス
ペ
イ

ン
の
セ
ビ
ー
リ

ヤ

の
大

司
教

で
、
古
代

ギ
リ
シ

ャ

・
ロ
ー

マ
文
化
を
中

世

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

に
伝
え

よ
う

と
し
た
。

コ
ロ
ン
ブ

ス
関
係
資
料
は
、
青
木
康
征

『完
訳

コ
ロ
ン
ブ

ス
航
海
誌
』

(平
凡

社
、

一
九
九
三
年

)
に
詳
し
く
紹
介

さ
れ
て

い
る
。

ク
ネ

ー

オ

の
書
簡
も
訳

さ
れ
て

い
る
。

ア
メ
リ
ゴ
関
係
資
料

は
、

コ
ロ
ン
ブ

ス
関
係
資
料

と
と
も

に
、
林
屋

永
吉
訳

『
コ
ロ
ン
ブ
ス
、
ア

メ
リ
ゴ
、
ガ

マ
、

バ

ル
ボ

ア
、

マ
ゼ
ラ

ン
航

海

の
記
録
』
(大
航

海
時
代
叢
書
1
、
岩
波
書
店
、

一
九
六

五
年
)

に
訳
さ
れ

て
い
る
。

「
巴
δ

ζ
曽
鉱
5

b
魯
&
霧

織
鳴
、
≧
竃
さ

ミ
ご
s
§
・
≧
o巴
帥
⊆
①
エ
①
き
「①
ω
噂

顧
ω
○
(ヨ

ピ
⇔
二
口
)

・
清
水

憲
男
抄

訳

『新
世

界
と

ウ

マ
ニ
ス
タ
』

(ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
新
世
界

の
挑
戦
)
岩
波

書
店
、

一
九
九
三
年
。

フ
ア
ン

・
デ

・
ラ

・
コ
ー
サ

(
一
四
六
〇
頃

-

一
五

一
〇
年
)

は
ス

ペ
イ

ン
の
航
海
者

で
地
図
製
作
者

。

コ
ロ
ン
ブ
ス

の
第

二
回
航
海

に

同
行
、

そ
の
後

数
度
に
わ
た
り

ア
メ
リ
カ

に
渡
航

し
た
が
、
最
期

は

先
住
民

に
殺
害

さ
れ
た
。

ヨ
ハ
ネ

ス

・
ル
イ
シ

ュ
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
地
図
製
作
者
。

ニ

コ
ロ

・
デ

・
カ
ネ
イ

ロ

[
カ
ネ

リ
オ
]

は
ジ

ェ
ノ
ヴ

ァ
の
地
図
製

作
者

。

落

合

一
泰

「
『
ア

メ

リ

カ

』

の
発

明

ー

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

そ

(18

)

(19
)

(20
)

(21
)

(22
)

(23
)

(24
)

の
視
覚
イ

メ
ー
ジ
を
め
ぐ

っ
て

I

L
『
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
年
報
』

第

=
二
号
、

一
九
九
三
年
。

清
水
知
久

・
富

田
虎

男

・
高
橋
章

『
ア

メ
リ
カ
史
研
究
入
門
』
山
川

出
版
社
、

一
九
七

四
年

。
最
近

の
研

究

の
例

は
、
鵜

月
裕
典

の

「
合

衆

国

の
イ

ン
デ
ィ
ア

ン
政
策

の
展

開
と
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
」

(
『南
北

ア

メ
リ
カ

の
五
〇
〇
年
』
第
三
巻
、
青
木
書
店
、

一
九
九
三
年

)
ほ
か
、

一
連

の
仕
事

が
あ
る
。

そ

の
他

に

「現
実

に
生
き
ら

れ

て
い
る
文
化
」

「外

部

に
向

け
た
自

画
像

」
な
ど

の
顔

が
あ
り
、
後
者
を

分
析
し
た
例
が
、
落
合

「
文
化

問
性

差
、
先
住
民
文

明
、
デ
ィ
ス
タ

ン
ク
シ
オ

ン
ー

近

代

メ
キ
シ

コ
に
お
け
る
文
化

的
自
画
像

の
生
産

と
消
費

i

」

『民
族
学
研
究
』

六

一
巻

一
号

(
一
九
九
六
年

)
で
あ
る
。

小

林
致
広

「神

々
を
媒
介

と
し
た
出
会

い

ー

イ

ン
デ
ィ
オ
と
侵
略

者

の
対
話

l

」

『歴
史
評
論
』
第

四
八

一
号
、

一
九
九

〇
年
。

染

田
秀

藤

「
『発
見

と
征
服
』

の
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー

i

五
〇

〇
年

の

時

を
超
え

て

ー

」

『歴
史
評
論
』
第

五
〇

一
号
、

一
九
九

二
年
。

石

原

保

徳

は

、

「大

西
洋

人

」

五

人

、

つ
ま

り

オ

ビ

エ
ド

、

シ

エ
サ

、

ド

ゥ

ラ

ン
、
サ

ア

グ

ン
、
ア

コ
ス

タ

を
論

じ

て

い
る
。
石

原

保
徳

「
『新

世
界
』

の
挑

戦

ー

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
発
見

に
む
か

っ
て

ー

」

『歴
史
学

研
究
』
第

五
九

五
号
、

一
九

八
九
年

。

小

林
致
広

「イ

ン
デ
ィ
オ
と

い
う
標

徴
」
同
編

『
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
世

界
』
世
界

思
想
社

、

一
九
九

五
年

。

清
水
透

「
コ
ロ
ン
ブ

ス
と
近
代
」
歴
史

学
研
究
会
編

『講
座
世
界
史

一

世
界
史

と
は
何
か
』
東
京
大
学
出
版
会
。
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(
25
)

例
え
ば

、

R

・
バ
ル
ト
ラ
は

「
野
蛮

の
発
明
」

と
題
し

て
、
野
蛮

の

歴
史
を
古
代

ギ
リ

シ
ャ
に
ま

で
遡

っ
て
考
察

し
て

い
る
。
大
久
保
教

宏
訳

「
野
蛮

な
る
西
洋

の
発
見

1

あ
る
想
像
上

の
原
始

集
団

の
歴

史

l

」

『季

刊

ぎ
三
ぎ
』

二

二

号

(
一
九

九

二

年
)
。

幻
。
ぴq
2

じσ
霞
需
P

韓

⑦
ミ
§
遷

§

鴨
こ
量

∬
ζ
Φ
×
一8
L

り
8

・
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